
固定資産税 58,179円
38.8％

　都市計画税　11,174円　7.4％

　市たばこ税　5,084円　3.4％

その他(事業所税、軽自動車税、特別土地保有税)　2,865円　1.9％

市民税 72,824円
 48.5％

固定資産税 58,179円
38.8％

　都市計画税　11,174円　7.4％

　市たばこ税　5,084円　3.4％

その他(事業所税、軽自動車税、特別土地保有税)　2,865円　1.9％

市民税 72,824円
 48.5％ 固定資産税 58,179円

38.8％

　都市計画税　11,174円　7.4％

　市たばこ税　5,084円　3.4％

その他(事業所税、軽自動車税、特別土地保有税)　2,865円　1.9％

市民税 72,824円
 48.5％

人件費 214億481万円（24.4% △1.9%）

扶助費 212億9,672万円（24.3% 34.2%）

物件費 131億1,669万円（14.9% △0.3%）

繰出金 77億4,825万円（8.8% 1.3%）

普通建設事業費 76億1,217万円（8.7% △3.6%）

公債費 72億2,019万円（8.2% 0.8%）

その他 93億7,140万円
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基金の状況

　特定の目的のため
に資金を積み立てた
り、運用したりする
ための市の貯金です。

財政調整基金ほか全16基金
合計額 ...............74億  472万円

市有財産の状況

　市が保有する
土地・建物の財
産です。

土　地 ................2,865,940.88㎡
建　物 ....................697,110.44㎡

市債現在高の状況

歳入の区分 内　容
市税 市民税・固定資産税など、皆さんが納めた税金
国庫支出金 国からの補助・負担金など
県支出金 県からの補助・負担金など
市債 国や金融機関などから借り入れたお金
繰越金 前年度から繰り越されたお金
地方消費税交付金 消費税の一部として県から交付されたお金
繰入金 基金（貯金）を取り崩したお金など
地方交付税 市町村間の財源の均衡化を図るための国からのお金
その他 使用料及び手数料、地方譲与税など

民生費
児童・障が
い者・高齢
者福祉など

教育費
義務教育、図書館、
生涯学習
推進など

衛生費
保健衛生やごみ処理
など

土木費
道路建設・改修、
公園整備
など

公債費
市債の償還
（返済）金

その他
消防、
議会、
商工
など

総務費
市所有の
土地・建
物の維持管理など

区分
年度

歳入歳出予算現額 歳 入 歳 出 
金　　額 増減率（%） 金　　額 増減率（%） 金　　額 増減率（%）

18 836億5,044万円 6.1% 825億6,342万円 5.3% 805億6,362万円 7.6%
19 840億8,239万円 0.5% 838億6,214万円 1.6% 815億2,458万円 1.2%
20 887億5,825万円 5.6% 887億7,710万円 5.9% 813億9,407万円 △ 0.2%
21 927億4,857万円 4.5% 909億4,872万円 2.4% 875億1,146万円 7.5%
22 931億3,316万円 0.4% 904億7,029万円 △ 0.5% 877億7,023万円 0.3%

歳入歳出予算現額・決算額推移

一　般　会　計
福祉や教育、道路整備、議会運営など基本的な経費の合計

歳入決算額 .............................................................904億7,029万円
（前年度比：4億7,843万円《0.5％》減）

歳出決算額 ..............................................................877億7023万円
（前年度比：2億5,877万円《0.3％》増）

所
沢
市
の
財
政
事
情

平
成
22
年
度

市税
513億7,511万円

（56.8％・△2.2％）国庫支出金
140億4,221万円
（15.5％・30.0％）

県支出金
46億3,603万円
（5.1％・15.9％）

市債
44億7,922万円
（5.0％・9.1％）

繰越金
34億3,726万円

（3.8％・△53.4％）

地方消費税交付金
26億4,940万円

（2.9％・△0.2％）

繰入金
23億2,054万円

（2.6％・△32.5％）

地方交付税
14億7,857万円

（1.6％・923.5％）
その他

60億5,195万円

民生費
355億7,117万円
（40.5％・19.9％）

教育費
112億2,481万円

（12.8％・△0.2％）

総務費
109億4,170万円

（12.5％・△30.6％）

衛生費
92億5,133万円
（10.5％・0.3％）

土木費
85億7,032万円

（9.8％・△10.3％）

公債費
72億2,019万円
（8.2％・0.8％）

その他
49億9,071万円

歳　入

歳出（目的別）

　市債とは、道路建設
や施設の建造など一度
に多くの資金を必要と
する事業を行うために、
市が国や金融機関など
から借り入れたお金で
す。

一般会計 ............................596億6,797万円
特別会計 ............................237億2,545万円
水道事業会計 ..................56億5,550万円
病院事業会計 ...............................1,299万円

計 ..............................................890億6,191万円

歳出（性質別）の区分 内容
人件費 報酬、給料、職員手当など
扶助費 生活保護等の社会保障経費
物件費 賃金、旅費、需用費、委託料など
繰出金 他会計や基金に対し支出する経費
普通建設事業費 公共施設の整備に要する経費
公債費 市債の返済に要する経費

◎平成23年３月31日現在の人口（34万2,214人）
で算出しています。

歳出（性質別）
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会計名 歳入歳出予算現額 歳入 歳出
国民健康保険 342億　583万円 328億　291万円 321億1,872万円
介護保険 148億6,700万円 143億4,927万円 140億7,271万円
下水道 73億1,585万円 73億6,916万円 69億6,925万円
後期高齢者医療 29億3,573万円 27億5,013万円 27億3,602万円
狭山ケ丘土地区画整理 4億4,024万円 4億6,332万円 1億6,690万円
交通災害共済 4,648万円 4,649万円 3,585万円
第二上新井特定土地区画整理 2,312万円 2,312万円 2,312万円
老人保健 1,006万円 996万円 996万円
狭山ケ丘駅東口土地区画整理 388万円 388万円 388万円

合　計 598億4,819万円 578億1,824万円 561億3,641万円

◎その他の内訳は、補助費等、維
持補修費、積立金、貸付金、投資
及び出資金です。

市民一人当たりの税負担 150,126円

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ 市HP市ホームページ「広報紙ピックアップ」 Eメール
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